
 

 

 

 

 

 

 
  

  「温かい社会に変える あなたの主体的な一歩」 

かほく市立宇ノ気中学校長 吉本 仁 
 

６月には加賀地区大会や中日吹奏楽コンクール

が行われました。どの会場においても、生徒たちは

宇ノ気中生らしく最後まで一生懸命、競技や演奏に

臨んでくれました。 

引き続き、県体等に進出する皆さんは、さらなる

高みを目指して、今まで以上に主体的に練習に励ん

でください。また、活動を終えた３年生の皆さんは、

気持ちを早く切り替え、来春の大きな目標に向け

て、日々努力を積み重ねてください。部活動やクラブ

活動で苦労した経験は決して無駄になりません。これま

での経験を今後に活かすことで、さらなる成長につ

なげてほしいと思います。 

 

さて、数年前に家族と外食をした際、私はある苦い経験をしました。 

ファミリーレストランで、隣の席のご高齢のご夫婦が、注文用タブレットを前に長い時間

困った表情をされていました。デジタル化は便利ですが、お二人にとっては高くて厚い壁だ

ったようです。どのように操作し、注文すればよいのか分からないご様子でした。 

 私は声をかけようと思いましたが、「余計なお節介かも」と躊躇
ちゅうちょ

してしまい、すぐに行動へ

移せませんでした。そうしているうちに、ご夫婦は注文を諦め、お店を出て行かれました。 

ご夫婦にとって、せっかくの貴重な外食の機会であったのに、力になれなかった自分を深く

反省しました。 

生徒の皆さんに対し、４月から継続して話題としている「主体性」とは、単に「自分で考え

て動く力」だけではなく、「今、私ができることをすると決意し、勇気を出して一歩を踏み出す力」で

もあります。「迷惑かもしれない」という心のブレーキを外し、困っている人のために動く「小さな勇気」

をもつことも必要なのだと、今更ながら私は身をもって学びました。 

 技術が進歩しても、その影で誰かが困っている瞬間は必ずあります。誰かのために自分がで

きることを見つけ、躊躇なく手を差し伸べられる人になってほしいと願っています。 

一人一人の「主体的な一歩」こそが、温かい社会に変えていく原動力になるはずです。 
 

■■■ドイツ・メスキルヒ市派遣生徒決定（かほく市姉妹都市交流事業）■■■ 
 かほく市３中学校から５８名の応募がありましたが、かほく市教育委員会による厳正

な選考の結果、本校からは１０名の生徒が派遣されることが決定しました。生徒の皆さ

んは今後、毎月開催される研修に臨み、ドイツの生活や文化に関する知識をはじめ、ド

イツ語の基本会話などを習得する予定です。かほく市の代表としての自覚を持ち、現地

でしか得られない貴重な経験をたくさん積んできてほしいと期待しています。また、惜

しくも選ばれなかった皆さんも、今回のチャレンジ精神を大切にして、さらに広い視野

を持って異国の文化を学んでいってほしいと思います。 
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○７月の生活目標「1学期を締めくくろう」 ～切り替えの大切さ～ 
先日、加賀地区大会や県体陸上が行われました。生徒の振り返りの中には、大会のことが

多く書かれていました。部活動では、県大会へ出場する部と新チームへ移行する部に分かれ
ますが、県大会へ出場する３年生は、周りの生徒はすでに受験に向けて本格的なスタートを
切っていることを意識しておきましょう。また、１・２年生もすでに新チームとなって頑張っ
ているチームもあります。部活動でなく、クラブとしても活動する競技も増えますが、日々の
練習だけでなく勉強もこれまで以上に頑張っていきましょう。 

 

《いじめのない学校に》 
河北郡市中学校共通の取組としていじめに関する意

識調査を行いました。ご協力、ありがとうございました。 
生徒が「学校が楽しい」と感じるのは、仲間と過ごす

日々の生活があるからこそだと思います。一方、いじめ
も人間関係の中で起こります。生徒が楽しく学校生活を
送るために、互いを認め合える雰囲気、いじめは許さな
い雰囲気を作っていきたいと考えています。また、困っ
たことがあればすぐに周りの友達や大人に相談できる
環境も大切です。宇ノ気中学校では、月に１度の振り返
りや定期的な面談などで生徒の状況把握に努めていま
す。保護者の皆様もお子様のことで気になることがあれば中学校まで連絡をして頂き、協力
して安全・安心な学校生活にサポートをいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

《体操服登校を許可しています》 

先日より、暑い日も増えてきたため、体操服での登校を可としています。ただし、体育の際
は、衛生面や体調管理を考え、シャツを着替えることとしています。体操服の T シャツが２
枚ない場合は、部活動で使っているものや、中体連 Tシャツ・ワンポイントの Tシャツ（白・
黒・紺）も可としています。もちろん、制服での登校も問題ありませんので、状況に応じて選
択しましょう。 

＊期間は、9/25（金）までとします。 

 

○７月の学習目標 「１学期を振り返り、自分の苦手を克服しよう」                 
《自分の課題を明確にする》 
1学期の学習を振り返ってみましょう。具体的には 
・授業ノート  ・定期テスト  ・小テスト  ・提出物の状況  ・学習時間 等です。 
自分の学習成果（現状）を見直し、目標達成をするために自分ができていないこと、足りな 

い部分（課題）を明確にしましょう。 
「課題」とは悪いことではありません。「自分を成長させるチャンス」です。できないこと 

があるのは当たり前で、そこからどのように動くかが大切です。課題の克服に向けて計画的に 
学習を進めましょう。 
 

《夏休みに向けて》 
もうすぐ夏休みに入ります。夏休みは自分の取り組みたい学習にじっくり取り組める期間で

す。計画的、継続的に学習できるかが、課題克服への鍵です。学習習慣を途切れさせないため
に、学習開始時間を固定したり、その日に取り組む内容を事前に決めてから学習を開始したり 
など、「続けること」を意識して学習に向かってほしいと思います。 
  
 
 各種便りや部活動、生徒会活動等 

学校ホームページをご覧ください。 
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